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特別賞 伊藤鉄工株式会社

名 称 管脱防止機構付き圧送排水用メカニカル継手

概 要

＜概要＞

本品は、排水管用の継手ですが、止水用のゴムパッキンに

鋼球を複数個内蔵し、鋼球が管に僅かに食い込む事により管

脱防止となり、更にストッパーを追加することによりポンプ

ＵＰ圧送排水時の管抜けによる漏水事故を防止する新型メ

カニカル継手です。主に、地下の排水ピットから汚水、雨水、

湧水などをポンプＵＰ圧送排水する際に配管するための管

の継手として用いられます。

＜新規性（従来技術との違い）＞

従来の接合方法は、主にねじ接合あるいはフランジ接合（溶接）であり、管

にはねじ切りや溶接加工を要し、厚肉管のため管重量が重く労力・コスト面に

おいて施工者への負担が大きかった。さらに可とう性もなく、耐震性に劣って

いました。耐食性の面でも塩ビライニング鋼管が接合できず排水システムの寿

命に関して問題視されていました。

本品は、これらの問題を解決するため、施工性，耐食性，耐震性に優れた排

水システムを構築するために「自己平衡型把持機構」を用いた管脱防止原理に

て開発しました。
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＜市場性＞

本品の主な市場は建築設備の衛生分野であるが、市場規模は 50～60 億円程

度です。しかし、以前は圧送排水が行われる地下部分には使用されていなかっ

た為、さらにその規模は増大すると考えられます。また地上部分においても、

高層ビルの雨水排水においては、衝撃が大きい為使用を控える傾向にあったが、

衝撃を想定したウォーターハンマー試験もクリアしており、雨水排水にも十分

対応可能です。

用途

（利用・使用実

績等）

汚水、雨水、雑排水の排水管の接続継手

地上階からの自然流下による排水管の継手

地下からの機械排水（ポンプＵＰ）による排水管の継手

所 在 地 埼玉県川口市川口 6-3-14
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